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団体名 ユッカの会（多文化高齢社会ネットかながわ【TKNK】） 

団体の属性 
☐ｾﾙﾌﾍﾙﾌﾟｸﾞﾙｰﾌﾟ・当事者等  ☑ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱｸﾞﾙｰﾌﾟ等 

☐市町村社協やそれを構成員とする実行委員会等 

助成区分 ☐一般助成 ☑協働ﾓﾃﾞﾙ助成 
協働モデル助成 

本会提示テーマ 

外国にルーツを持つ住民の高齢化にともなう生活課

題への対応 

助成事業名 かながわ多文化高齢社会ネットワーク検討/構築事業 

事業の目的 
神奈川に暮らす多文化な背景を持つ方々と言葉や文化、違いを超えてともに暮らしやすい地域づくりを目指

します。 

事業概要 

多文化高齢社会ネットかながわ【TKNK】https://youtu.be/eQsD8XbdPxY 

2018 年の中国帰国者邦人の聞き取り調査に始まり、2020 年ユッカの会の有志で勉強会を立ち上げ、メンバ

ーで高齢化に伴う老齢期の幸せを考え始めた。この勉強会を前身とし、2021 年度の協働モデル助成を得て、

【TKNK】は動き出しました。 

【TKNK】の理念と実践 TKNKは神奈川に暮らす多文化の背景を持つ人々と、言葉や文化、宗教の違いを超えて

共に暮らしやすい地域づくりを目指します。そこで A. 発信と学び、B.情報収集、C.多文化高齢社会調査の 3つ

の事業の柱をたてました。2022年度は前年の活動を土台とし、さらに活動を深めることができました。 

A.発信と学び事業 A-1 シンポジウム/報告会：・シンポジウム（7月 31日実施）愛知の事例「多文化高齢社会の

先にある現実 外国人高齢者は今」について王榮（木下貴雄）さんに学び、神奈川の外国につながる高齢者の今

を広く、深く考えることができました。・報告会（3 月 5 日実施）2022 年度の各部門の活動報告をし、ネット

ワークの必要性について参加者も交え意見交換。 

A-2 県民講座：2 回実施、①「外国人も年をとります」～外国につながる高齢者が安心して日本で暮らすた

めに～（講師 エリサさん）②「話す言葉は違ってもいのちの重さはみな同じ」～神奈川で生まれた医療通訳

派遣～（講師 松野勝民さん） 

A⁻3 やさしい日本語講座：すべての人にとってわかりやすいコミュニケーションを保障すべく「やさしい日

本語」の普及を図る。Ⅰ一般向け講座 6 回（講師小島佳子さん）、②実践編 2 回（講師村上まさみさん） Ⅱ

オンデマンド講座 6 回 実施に当たり主催者（社協）との連携が広がった。市民講座の場合地域づくりの視

点で講座内容が構成できた。 

A-4 TKNK メンバー勉強会：事業取り組みに必要なメンバーの資質向上のための研鑽活動として２週間に１回

開催。5月 17日陳礼美さん、5月 25日朝倉美江さんをお迎えし、２回のクローズ勉強会を実施。 

B 情報収集：外国人高齢者の先行研究、外国人に必要な社会資源リスト収集も継続 

C 外国につながる高齢者、関連施設へのインタビュー調査：2021 年度からの継続事業 

① 外国につながる高齢者対象（終了） 

② ※ 広報、周知活動 パフレット改定：関連機関への現状の周知及び次年度以降の事業検討のベースづ

くりとして実施。padlet の活用：常時情報の更新を行い TKNKの動きを公開。  

成果や課題 

この調査から日本の介護全般の課題がより鮮明に浮き上がってきたことは大きな収穫であった。今後は「外

国人は？」という視点からの発想ではなく「高齢期を迎えた県民は？」という視点で今後の方向性を考えて

いきたい。 

今後の展望 

2023 年度神奈川国際交流財団との共催事業。小さな交流の場の開催はネットワーク拡大につながる第一歩と

捉える。「ともに生き、ともに暮らす」、「高齢期を迎えただれもが安心して暮らせるように」の願いの 3

年目はより深く課題を追求し、介護の理想に近づく歩みを続けていきたい。 

 

活動の様子が

分かる画像 

2 枚程度添付 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

やさしい日本語講座 
於 伊勢原市 

聞き取り調査 
於 中華街 

https://youtu.be/eQsD8XbdPxY

